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中間報告書 R2 年度静岡 STEM アカデミー 

代表：静岡大学 熊野善介 

 

1. 本プログラムの目的と企画の概要 

静岡 STEM アカデミーでは、これまでの次世代科学者育成プログラムと 1・２年目の「静岡 STEM

アカデミー」における実践的な研究成果を取り組みに生かし、将来イノベーションを起こしう

る人材育成のために、新たな価値を提供する教育実践に取り組んでいく。特に受講者の未来の

科学者・技術者・工学者としての資質・能力を高めていく中で自由研究活動（科学・技術・工

学・数学・リベラルアーツ分野；STEAM 分野）を重要視し、プロセス・スキルズ、創造的課題解

決能力、自己管理(Self-Regulation)、コミュニケーション力等を育成しながら、研究遂行能力

の向上を目指す。今後は、自由研究における受講者の個別の学習をコーチングによっていかに

高めていけるかを定性的かつ定量的に実証研究を展開することを本プログラムの目的として、

令和元年度までの活動を継続するだけではなく更に発展させる形で行う。この目的を達成して

いく過程で、21世紀型の資質・能力の育成、評価、及びそれがいかに未来の科学者・工学者と

しての研究遂行能力に寄与していくのかを明らかにしてくことも本プログラムの目標であり、

責務と捉えている。 

 

 

令和 2 年度静岡 STEM アカデミー 事業概念図 その１ 
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平成 31 年度～令和 2 年度静岡 STEM アカデミー 事業概念図 その２ 

 

2. 育成プログラムの進捗・成果 

（1）受講生の募集・一次選抜 

 ① H30・R01・R02 年度の募集方法・募集地域 

Stage1.0 における広報・募集 

地域の教育委員会のボックスを活用し、関係の小学校・中学校の小学校 5年生、6年

生並びに中学校 1 年生から 3 年生の各教室に掲示用としてチラシを 1 枚配布する。申

込はウェブからを基本とするが、それが難しいときのみファクシミリでの応募を認め

た。今後は、地方新聞に取り上げてもらい、県内全体の周知を図ることも考える。 

ディスカバリーパーク焼津天文館との打ち合わせ以外の、他の 5 か所については、

すべて教育委員会や拠点を訪問して話し合いを行った。自由研究に特化した STEM 学習

が速やかに展開できる状況の地域と、まずは科学の面白さを学ぶ段階のところがある

ことは受け入れつつも、力のある児童生徒を STAGE1.5 に参加できるように積極的な対

応ができるよう努力した。 
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  ② 各年度の応募人数（学年・男女・地域別人数） 

第一段階（Stage1.5）プログラム (2018 年度) 

 

 

 

③ 募集においてこれまでの取組で工夫した点・コロナ禍の対応 

後述の「（8）2020 年度 コロナ禍の対応」を参照。 

 

④ 各年度の選抜方法・選抜基準 

選抜基準・選抜方法の設定と実施 

Stage1.0 においては、「400 字～800 字の研究計画を作文する能力」を一次選抜の課

題とする。この際、研究の各段階、ア)疑問の設定、イ）方法の決定、ウ）変数の設定、

エ）見込まれる結果、オ）結果に基づいた考察、カ）（結果と考察から求められる）推

論等、一定程度の得点を得た応募者に Stage1.0 への参加を許可する。なお、下記ア).

～カ).の各観点について以下の表1のような評価規準を用いた三段階A～Cの評価を行

い、18 点満点中 9 点を合格とした。ほぼ全員合格であった。各年度の選抜基準はどれ

も同じであった。(合格者 51 名；静岡 18 名、三島 9 名、藤枝 8 名、焼津 8 名、浜松 5

名、牧之原 3 名) 

Stage1.5 においても、表 1 の基準を用い合格点を 12 点とし、Stage2.0 においては、

表 1 の基準を用い合格点を 15 点とした。Stage 1.5 並びに Stage2.0 における各年度の

選抜基準はどれも同じであった。 

 

 



4 
 

表 1:研究の各段階の思考力に関する評価規準  
A B C 

ア)疑問 
方法及び変数の設定
を考慮した閉じた疑
問となっている 

科学的に調査可能
な疑問が立てられ
ている 

科学的に調査可能でな
いまたは書けない 

イ)方法 
対立する予想を考慮
した方法が立てられ
ている 

疑問に直接答える
方法になっている 

方法が曖昧であるまた
は書けない 

ウ)変数 
規則性・関係性の発
見・確認を考慮した変
数が設定してある 

測定する値あるい
は観察対象が明確
である 

変数が設定されていな
い何が観察・測定される
かが明確でない 

エ)結果 
対立する予想を考慮
した結果が示されて
いる 

予想される結果が
示してある 

結果が予想できていな
い 

オ)考察 
対立する予想のどち
らを支持するかの根
拠が示されている 

結果を踏まえ疑問
に答えている 

結果の解釈に終わって
いるか結果と関係なく
考察している 

カ)推論 

結果と考察を踏まえ
て、新たな視点を与え
ている or 次の研究の
疑問が立っている 

結果と考察から言
えることにとどま
っている 

推論が書けないあるい
は、結果の説明に終わっ
ている 

 

 

 

⑤ 各年度の選抜人数（学年・男女・地域別人数） 

R1 年度における Stage1.0 においては、最終的に三島が 11 人、静岡が 10 人、藤枝が

11 名、焼津が 8 人、牧之原市が 29 人、浜松が 12 名となり、学年構成としては、5 年

生が 42 人、6 年生が 24 人、中学 1 年生が 10 人、中学 2 年生が 2 名、中学 3 年生が 3

人の合計 81 名となった。これらの受講生の育てたい資質・能力は牧之原市を除いてほ

ぼ達成されたといえる。牧之原市の場合、山崎子ども財団と連動しており、午後の活動

ができなかったということが上げられる。今後の検討課題であった。 

R1 年度における Stage1.5 においては、6 か所からの受講生、ならびに H30 年度の

Stage1.0 に参加していた生徒にも募集案内をお送りした結果、13 名の児童・生徒が集

まった。学年構成は小学校 5年生が 7名、6年生が 1名、中学 1年生が 4名、中学 2年

生が 1名である。 

 R2 年度の Stage 1.5 は募集人数は 30 名を募集した。COVID19 の影響もあり、意識の

高い 19 名が応募し、合格者は全員合格であると認められ、13 名であった。審査員は大

学の教員と特任教授ならびにシニアメンバーにお願いし、4人で行った。作文による選

考で、18 点満点で 15 点に達したものが合格であるとした。令和 2年度の応募時のテー

マの事例は以下に示すとおりである。 
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表 令和 2年度 STEM1.5 の募集の状況と結果 

 

 

 

⑥ 受講生の様子や特徴 

 初年度の平成 30 年度は、まず関係のすべての教育委員会を訪問し、教育委員会を訪

問し、同時に後援名義の依頼をし、賛同をいただくことができた。その上で、各学校に

チラシを配っていただいた。積極的にかかわっていただいた教育委員会や学校からは、

参加者があり、参加した受講生はほとんどが毎回参加できた。2 年目の平成 31 年度で

あり、令和元年度も同様の方略で展開した。担当の教育委員会においても、快く受けて

いただくようになり、その結果、応募者も比較的拡大し、受講生もより積極的な参加の

様子が見られた。研究論文が多方面でより良い結果が得られるようになった。ムードル

の使用もより頻繁になった。令和 2年度にはいり、COVID19 が起こったため、すべての

活動が 1か月程度遅れはしたが、静岡 STEM アカデミーとしての活動は実施することと

なった。受講生は、6 か所での Stage 1.0 が継続的に展開できた。これらの受講者の様

子や特徴としては、COVID19 のために、多くの教育活動が中止する中で、罹患しないよ

うに最大限の努力をしながら、静岡STEMアカデミーのSTEM教室が展開されたことで、

より授業生が生き生きと参加し、それぞれの自由研究を展開できた。e-learning シス

テムにより積極的に参加する授業者は、より多くの学習と研究の推進ができていると

える。 

 ＳＴＡＧＥ1.5 は、午前中研究者による講義およびワークショップ、午後は自由研究

の指導を行った。受講生の意欲は大変高い。出席率もよく、講師の話について、Moodle

に素晴らしい感想や意見を寄せる者が多く見られた。また、自由研究についての取り組

みもよく、継続研究によりより深く追求することができた。結果として、各コンクール

に入賞する者が多く出た。また、保護者の意識も大変高く、自由研究については、親子
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で話し合うことも多かったようである。本年度は新型コロナ対策のために参観を断っ

ていたが、是非参加したいという声もあった。 

 

⑦ 選抜においてこれまでの取組で工夫した点・コロナの影響 

後述の「（8）2020 年度 コロナ禍の対応」を参照。 

 

 

（2）第一段階の育成プログラム 

① 第一段階プログラムの育成目標  

Stage1.0 の教育プログラムの達成目標 

Stage1.0 を受講する全ての受講生が自由研究論文を書き上げ、何らかの科学賞（日

本学生科学賞、山崎賞、鈴木梅太郎生、科学の芽賞、Google Science Fair 等)に応募

すること。また、年度末の発表会において、各自の自由研究を発表するとともに、表 1

に示した研究計画力を測る評価規準において、12 点以上を獲得すること(18 点満点)。 

 

第一段階 Stage1.0 育成プログラムの年度内目標・実績 

・Stage1.0 における STEM 教室では興味深い自然現象を提示するテーブルサイエンス

を行いながら、科学的に調べる方法の検討や紹介を、受講者とのやり取りの上で行う

等、受講者が自ら運用しているという意識にさせることを重視した。 

・その上で、グラフや表の数学的思考に基づいた書き方など、学校でも習うだろうと考

えられる方法も、懇切丁寧な指導を心掛けた。 

・Stage1.0 での必須条件として、受講者同士が意見を交換する場面を設定した。しか

も、単に意見を述べるだけでなく、今やっている研究に貢献する意見を複数持ち、理由

を持ちながら議論する必要があるため、Stage1 での STEM 教室では指導者と交流しなが

ら議論の仕方をも身につけさせる努力をした。 

 

第一段階 Stage1.0 育成プログラムの年度内目標・実績 

育てたい能力・資質 達成の判断基準（目標水準） 

達成率（％） 

R2 年 度
目標 

R2 年 度
実績 

興味・関心（Stage 1.0） 
・自らの興味ある自然事象と研
究の目的が合致している。 
・科学・技術・工学・数学(STEM)
に高い関心を示している。 

・自身の興味を発掘して、自由
研究のテーマとして設定できる
（パフォーマンス）。 
・アンケート(量的)により興味
関心の度合いの変化を測定(全
Stage で実施)。 

70% 70% 
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プロセススキル 
自然の事物・現象について科学
的工学的数学的に調べるために
は、複数ある方法の選択肢の中
から、目的とすることを調べる
ために、適切な方法を用いるこ
とができる。 

・指導者の提示する方法に基づ
いて、①思考の代理、あるいは
②思考の模倣をしながら、運用
することができる。 
・対照実験の基本を知り、結果
を表やグラフなどにまとめるこ
とができる。 

70% 70% 

コミュニケーション力 1.0 
傾聴力・質問力・水平思考 
「傾聴力」：他者の意見に耳を傾
けること、「質問力」：他者の研
究に自らの研究と同様に興味を
持ち、批判的かつ建設的な意見
を述べられること、「水平思考」：
自分の思いついたアイデア、あ
るいは指導された方法だけでな
く、いくつかの方法を検討しな
がら採用できること 

・他者の意見と自らの意見を比
較できる。 
・受講者同士の話し合いにおい
て、自分の言葉で意見が言える。 
・理由を持って必要なものを選
択する前に、いくつかの選択肢
を検討することができる。 

70% 70% 

 

Stage1.0 の教育プログラムの評価 

１．評価実施タイミング 

「初期評価」の評価時点 

第 1回目の静岡 STEM アカデミー1.0 の際にアンケート調査を行った。 

「実績」の評価時点 

各静岡 STEM アカデミー1.0 の受講者の振り返り、活動ワークシート。最後の第 6 回

目の静岡 STEM アカデミー1.0 の際にアンケート調査を行った。各教室の午後に展開さ

れた自由研究の指導と評価が展開された。発表会ができたところでは、発表の評価を行

った。 

２．評価方法 

ムードルに記載された授業者の振り返りや当日記載された活動ワークシート、第 1

回と第 7 回におこなわれたワークシートをもとに、受講者が主体的な学びになってい

るか、午後の自由系研究が継続しているか、自らの課題解決につながり、根気よく自由

研究が展開できているか等の観点で評価が展開された。 

 

Stage1.5 の教育プログラムの達成目標 

Stage1.5 を受講する全ての受講者が、興味・関心、プロセス・スキルズ、自己管理、

創造的課題解決能力、コミュニケーション力 1.5 の各評価項目において、「コーチの指

導付」「コーチの指導なし」のどちらかの形で研究活動を展開し、その結果から自らの

長短を把握するとともに、今後の研究生活に生かすこと(実施側としては、これによっ

てパフォーマンス評価項目の過不足を把握することが目標である)。この段階では、表

に示した研究計画力を測る評価規準において、18 点満点を目指す。 
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第一段階 Stage1.5 育成プログラムの年度内目標・実績 

・Stage1.0 で育成する予定であるコミュニケーション力 1.0 を踏襲した。 

・STEM 活動での授業・コーチングを、①代理・②模倣・③自立の流れに合わせて徐々

に受講者主体に変えていくことで、児童生徒が思考する上での習慣として身につけさ

せる努力をした。 

・また、これらは授業・コーチングを通して、①代理・②模倣・③自立しながら運用で

きるように指導した。 

第一段階 Stage1.5 育成プログラムの年度内目標・実績 

育てたい能力・資質 達成の判断基準（目標水準） 
達成率（％） 

R2 年度目標 R2年度実績 

興味・関心 
自身の研究の「目的」を持
っており、それに向かっ
て努力している。 

・各自の興味・関心(目的)に沿
った自由研究を遂行している。 
・目的に沿った研究を遂行する
ために、力を注いでいる。 
・受講者のアイデアを最重要視
したコーチングを行う。 

70% 70% 

プロセススキル 
約 12のプロセス・スキル
ズについて、意識的に運
用できている。 

・修了者はどんなプロセス・ス
キルズがあるかを既に把握し
ている。 
・いつ、どこでそれらスキルズ
を利用すべきかを考え、STEM 活
動及び各自の自由研究に適用
できている。 
・全スキルズの 70％を運用し
た経験がある。 

70% 70% 

自己管理 
高いレベルの認知プロセ
スで、新しい振る舞い方
を促したり、不慣れな状
況にアプローチを最適化
したりする(Gilbert & 
Burgess, 2008)実行機能
(Executive functions)を
持っている。 

・修了者は、不慣れな課題
“Unfamiliar Problem”に対
して、①とるべきプロセス・ス
キルズ(上記)や、探索法を自ら
選び取り、適切に組み合わせる
ことができる。 
・プログラムの詳細計画に示す
自己評価、パフォーマンス課題
において 70%の得点を得ること
ができる。 

70% 70% 

創造的課題解決力 
・多様な道筋をたどる可
能性のある探索法(例え
ば８Practices)について
自ら選び運用ができる。 
・発散的思考や批判的思
考を、研究の適切な時期、
段階に適用できる。 

・STEM 活動での課題及び自ら
の自由研究活動の探索法を、パ
ネル等を用いて明示的に運用
している。 
・探究の過程の中の各箇所で発
散的思考の利用を宣言し、ブレ
インストーミングを行うこと
ができる。 
・パフォーマンス評価によって
70%以上の得点を得ている。 

70% 70% 
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コミュニケーション力
1.5; 説明力・論理的作文
能力 
自らの研究について… 
・パワーポイントを用い
た発表ができる。 
・英語を使って作文、発表
できる。 
・論理的にまとめること
ができる。 

・パワーポイントを用いた研究
発表が準備できる。 
・証拠に基づいた推論をある形
式で作文化できる。 
(・自由研究キャンプにおいて、
発表する機会を用意するとと
もに、そこへ向けて英語への翻
訳、証拠に基づいた推論の作文
をしてくるようにと指導し、キ
ャンプでの発表後に添削指導
を行う。) 

70% 70% 

 

Stage1.5 の教育プログラムの評価 

１．評価実施タイミング 

「初期評価」の評価時点 

e-learning に毎回に振り返りを記載すること。 

「実 績」の評価時点 

各静岡 STEM アカデミー1.5 の受講者の振り返り、活動ワークシート。 

各教室の午後に展開された自由研究のための講座が展開された。個別の指導も展開

された。 

２．評価方法 

ムードルに記載された授業者の振り返りや当日記載された活動ワークシート、各講

座で受講者が主体的な学びになっているか、午後の自由研究が継続しているか、自らの

課題解決につながり、根気よく自由研究が展開できているか等の観点で評価が展開さ

れた。 

 

② 各年度の活動期間・実施回数 

平成 30 年度 

 平成 30 年度の 10 月 20 日の JST からの訪問審査の段階では、STAGE1.0 の募集が終わ

り、浜松市、牧之原市、藤枝市、静岡市、三島市・沼津市での、STAGE1.0 が開始した。

e-learning であるムードルも動き出した。牧之原市以外の地域はかなりスムーズに遂

行された。ウェブ上での募集と小学校 5，6年生、中学校１，２，３のすべてのクラス

に教育委員会に設置されているボックスの配達システムを活用させていただき、浜松

市、牧之原市、藤枝市、三島市・沼津市の各学校にチラシをお送りした。本日までに、

三島北高等学校での静岡 STEM アカデミー三島教室が 2回、静岡科学館る・く・るでの

静岡教室が 2 回、藤枝教室が 2 回、浜松教室が 1 回、牧之原教室が 1 回の計 7 回であ

る。受講生であるが、静岡教室が 20 名、牧之原教室が 37 名、三島教室が 5名、藤枝教

室が 2名、浜松教室が 1名である。優れた科学者に出会い、講演を聞き、野外調査を行

うということで、10 月 13 日 14 日に静岡県ふじの国地球環境史ミュージアムと静岡県

地学会との共催で開催された、「地球科学週間 in Japan」に参加し、火山の専門家であ
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る鈴木先生からレクチャーを受け、静岡県地学会の専門家 2 名の指導のもと、伊豆半

島のジオパークでの巡検に多くの受講生が参加し、大変有意義な時間を過ごすことが

できた。この講演会、巡検会への参加者は、浜松の受講者、三島の受講者、静岡の受講

者か参加でいたことは、とても有意義であった。牧之原市は当初から牧之原教室を計画

していたので、全員、牧之原教室に参加した。 

 10 月 20 日以降については、藤枝教室が 10 月 27 日、11 月 25 日、12 月 24 日に開催

された。牧之原教室が、11 月 11 日、11 月 24 日、12 月 16 日に開催された。静岡教室

が、11 月 17 日と 12 月 15 日開催された。三島教室が、11 月 18 日、12 月 9 日、1月 13

日に開催された。最後に浜松教室が 11 月 25 日、12 月 22 日、そして 1 月 12 日に開催

された。 

 

令和元年度 

第一段階 Stage1.0 

6 つの活動拠点において、R1 年度はほぼ同様の STEM 活動が展開された。午後はすべて

自由研究関する活動。 

STEM 学習活動；第一回から第 7回までの共通の活動内容 

１風船ストローロケットの作成、まっすぐそしてゆっくり発射する方法 を考える。 

２学校等の敷地内のどこに風力発電所を設置したらよいか。 

 ３レーザーセキュリティーシステムを構築しよう。その１；Mesh の使い方。 

 ４鏡を 6枚使って、レーザーセキュリティシステムをデザインし、Sony の Mesh で感

知する活動。 

 ５風力発電を作成し、科学と工学を学ぼう。 

 ６マイクロビットを活用してオリジナルな温度センサーをつくろう。自由研究への

活用。 

 ７研究発表会。 

 第一段階 Stage1.5 

R1 年度の Stage1.5 は H30 年度よりも余裕をもって展開しており、全 6 回が終了した。

内容は以下のとおりであった。 

１．様々な形との出会い。自然界の様々な形の不思議さに気づこう。３Dペンで、自

然界の形を模倣してみよう。安定している形とは、どのような特徴を持っている

か。担当；熊野善介。 

２．「13 歳からの研究倫理」を教科書として研究倫理事始め。「山田和芳教授による、

“地球環境のこれからを考えよう”」。 

３．科学と工学の融合①；マイクロビットの使い方（基礎編）。「藤田真太郎先生によ

る、“自由研究への活用への可能性”」。 

４．科学と工学の融合②；「藤田真太郎先生による、“理科の実験・観察へのマイクロ
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ビッドセンサーの活用事例と様々なセンサーとの結合事例”」。 

５．生命倫理（山本高広先生；静岡大学教育学部助教）と遺伝子組み換えについて（露

無慎二先生；農学部名誉教授） 

６．BioSTEM について（雪田聡先生；教育学部生物准教授）、3D プリンターと STEM

（佐々木博登氏；静岡大学教育学研究科 2年） 

  ③ R02 年度活動内容（テーマ・形式・時間） 

 

実施日程 開催時間はすべて 10 時から 15 時で活動がおこなわれた。 

浜松教室；7月 5日、7月 26 日、8月 9日、8月 23 日、9月 27 日、10 月 31 日 

浜松会場では、午前中がSTEM活動を行い、午後が自由研究の個別指導が展開された。

特に浜松会場では、私の小さな野菜畑を受講者全員に渡し、常に栽培と観察をすること

で、自由研究の視点やあり方を指導することで、生物系の自由研究の方略を考えさせ、

その後、浜松のメンバーである藤田真太郎氏による、マイクロビットとセンサーをくみ

あわせ、時給研究に役立てる方略について、STEM 教室が展開された。 

牧之原教室；7月 18 日、8月 11 日、9月 19 日、10 月 17 日、11 月 1 日 

牧之原教室では、風船ロケットをまっすぐ飛ばそう、風力発電 STEM 学習、中部電力と

のエネルギ環境学習、レザーとセンサーでセキュリティ対策をしよう、焼津教室での合
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同発表会。午後は自由研究指導。 

 藤枝教室；6月 14 日、7月 11 日、8月 19 日、9月 13 日、10 月 11 日. 

焼津教室；7 月 11 日、8 月 18 日、9 月 12 日、10 月 10 日、11 月 1 日、12 月 12 日． 

静岡教室；7月 5日、8月 6日、8月 21 日、9月 6日、10 月 4 日、11 月 29 日． 

三島教室；6月 21 日、7月 19 日、8月 8日、8月 22 日、9月 20 日、11 月 21 日． 

藤枝、焼津、静岡、三島の各教室の午前中の活動内容はほぼ共通で、風船ロケットを

まっすぐ飛ばそう、風力発電 STEM 学習、レザーとセンサーでセキュリティ対策をしよ

う、ダンゴムシを育てよう(アクアリウムの作製と観察)、土壌発電をしようの各 STEM

学習が展開された。最後の日は、それぞれの自由研究の発表会が行われた。 

 

 ④ 育成目標①と③との関係・考え方 

 今年度は静岡 STEM アカデミーが 3年目に入ることもあり、シニアメンターの活躍が

目を見張る状況である。1，2 年度と比べても、受講生の研究の進捗状況に応じた指導

が展開され、達成目標を十分クリアーした受講生が多々見られ、結果として地方レベル

や全国レベルへ申請した研究が合格した受講生が多くなった。 

 

 ⑤ 第一段階プログラムで当初から工夫した点・コロナ禍の対応 

後述の「（8）2020 年度 コロナ禍の対応」を参照。 

 

（3）二次選抜 

① R01 年度二次選抜の方法・評価基準  

「2. 育成プログラムの進捗・成果（1）受講生の募集・一次選抜 ④ 各年度の選抜

方法・選抜基準」に記載した。Stage2.0 においては、表 1の基準を用い合格点を 15 点

とした。 

 

 ② 各年度の第二段階プログラム参加の受講生の人数（学年・男女・第二段 

階在籍年数） 

R1 年度（2 年目）に入り、Stage2.0 の選抜を行うことができ、それぞれの研究テー

マに対応した静岡大学や静岡県富士のくに地球環境史ミュージアムの研究者に自由研

究の指導を行っていただくこととなり、R1 年度 3月まで展開できた。募集は、R1 年度

と H30 年度の Stage1.5 の児童・生徒に連絡をおこなった、その結果 9名の児童・生徒

が合格した。学年構成は小学校 5 年生が 3 名、6 年生が 2 名、中学校 1 年生が 2 名、2

年生が 1名、3年生が 1名という構成であった。 

R2 年度(3 年目)においては、COVID19 の影響もあり、下表にある通り、最終的に 4名

の受講生を合格とした。学年構成は小学校 6年生が 1名、中学校 1年生が 1名、2年生

が 2名という構成であった。 
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 ③ 第二段階に進めなかった受講生のフォロー・ケアの状況 

 今年度は 2.0 に進めなかった受講生については、そのまま 1.5 に参加を継続できる

ことで、フォーローはできている。さらに、昨年度 Stage 1.5 を修了した受講生も応

募できるものとした。さらには、昨年度 Stage 1.0 を修了したものも今年の Stage1.5

に申請できるものとした。それぞれ、Stage1.5 と Stage2.0 に進めなかった受講生につ

いては、研究生という制度をつくり、静岡大学学長教育特別戦略経費(学内競争的配分)

を獲得し、こちらの研究生の費用を賄った。 

 令和 2 年度については、有資格者の中で、希望する者 4 名は、全員第二段階に進む

ことができた。その中には、昨年度希望したにもかかわらず第二段階に薦めなかった者

1名と、受験勉強の関係で辞退した者 1名が含まれる。この両名は、学長裁量経費を使
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って第一段階に研究生として留め、2年目の第一段階の活動に参加した。努力の結果力

をつけて、本年度は第二段階の受講生としてサイエンスカンファレンスで発表を行う

ことができた。また、有資格者の中で、第二段階を希望しなかった者 1名については、

同じく第一段階の研究生として残し、2 年目の第一段階の活動に参加した。その結果、

該当性とはパソコンを組み立てる過程を研究論文にまとめ、カードゲームに発展させ

るなど、特色のある研究活動を行うことができた。 

 

 ④ 二次選抜について当初から工夫した点・コロナ禍の対応 

後述の「（8）2020 年度 コロナ禍の対応」を参照。 

（4）第二段階の育成プログラム 

① 第二段階プログラムの育成目標  

Stage2.0 の教育プログラムの達成目標 

Stage2.0 に進む受講者は、R1 年度の目標として、その受講者と似た分野の専門家と

出会うことで、興味・関心、プロセス・スキルズ、自己管理、創造的課題解決能力、コ

ミュニケーション力 2.0 の各項目で、より高度で、詳細かつ明確な研究者としての在

り方を学ぶ(また、実施側としては、その際の具体的評価項目の作成を行う)こととし

た。 

第二段階 Stage2.0 育成プログラムの年度内目標・実績 

・グループごとの自立的研究の機会を与えた。 

・できる限り受講者同士のやり取りによって、研究活動を進めさせた。 

・ある程度、試行錯誤できるように、多数回の実施日を設けた。 

・また、これらは授業・コーチングを通して、自立しながら運用できるように指導した。 

・専門家の先生には、特定の方法教示を必須とするのではなく、受講者と専門家として

対話をするようにお願いした。 

 

第二段階 Stage2.0 育成プログラムの年度内目標・実績 

育てたい能力・資質 達成の判断基準（目標水準） 
達成率（％） 
R2 年度目
標 

R2 年 度
実績 

興味・関心 
・自らの目的：興味関心を達成
するための将来の道筋が見え
ている。 

・具体的な進路、そのために必
要なこと、今足りないことが認
識されている。 

90% 90% 

プロセス・スキルズ 
・特定の研究領域において利
用される専門的方法を活用で
きる。 

・各研究室において学んだ方法
を自らの研究あるいは、グルー
プ研究に応用できている。 
(研究室でのマンツーマン指導
を基本とする) 

90% 90% 
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自己管理能力 
・より高度な課題を設定し、そ
れを解決するために計画的に
研究活動を遂行できる。 

・より高度な課題を設定し、そ
れを解決するために計画的に研
究活動を遂行できる。 90% 90% 

独創性 
・他と違った、ユニークな疑
問・課題、方法、因果関係、結
論の予想、実験・観察の遂行、
結論、推論を考えることがで
きる。 

・改良版 TTCT（創造性テスト）
によって、受講前よりも有意に
高い得点を得ることができる。 

90% 90% 

創造的課題解決力 
・多様な道筋をたどる可能性
のある探索法(例えば NGSS の
8 つの Practices)について仲
間と相談の上選び、運用がで
きる。 
・研究の適切な時期、段階を話
し合い、発散的思考や批判的
思考を適用できる。 

・STEM 活動での課題及び自らの
研究活動の探索法を、パネル等
を用いて明示的に運用してい
る。 
・探究の流れの中の各箇所で発
散的思考の利用を宣言し、ブレ
インストーミングを行うことが
できる。 
・パフォーマンス評価によって
75%以上の得点を得ている。 

90% 90% 

コミュニケーション力 2.0 
専門的対話力・適応力 
・専門家と議論をしながら自
らの自由研究をすすめること
ができる。 
・これまでに取り組んだこと
がない疑問や利用したことの
ない科学的方法、工学的方法、
数学的方法の示唆を受けた場
合に、それを自らの研究の中
に当てはめて運用できる。 

・対応する専門家との対話活動
において、自分の考えを述べる
ことができる。 
・結果として自ら方法を改善、
変更し研究を新しいものに変え
ている。 
・それでも、全体としての研究
活動を完遂できる。 

90% 90% 

 

 ② 第二段階プログラムの実施状況 

 （配属している研究室・指導者・研究テーマ、回数、活動している曜日、時間、研究

室以外（自宅等）での研究の状況） 

STAGE2.0 では、STAGE1.0 および STAGE1.5 の受講経験者で、自由研究で特に成果を

上げた者、および、STEM 教室での行動評価から今後成果を上げる可能性が大きい者を、

計 9 名選抜した。大学の研究者、メンター、大学院生、受講者（保護者）がチームを組

み、生徒の考えを尊重しながら、新しい専門的な知見を加えて研究を進めている。H30

年 12 月より開始し、R1 年度内 3 回の実施をした。以下、各受講者のテーマおよび新た

な取り組みを例示する。 
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③ 第二段階プログラム参加受講生の様子 

 （各受講生の特徴・評価している事項・各受講生のこれからの課題・指導で力を入れ

ている点） 
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R1 年度の Stage2.0 参加受講生の様子（T・M さんの場合） 

 

静岡大学・山本助教による指導 

・イモリを切ることと生命倫理について。 

・インターネットで得た情報とオリジナリテイとの兼ね合いについて。 

・観察記録の取り方。特にスケッチの描き方について指導を受けた。 

 

静岡大学・雪田教授による指導 

・予想・仮説の立て方。 

・イモリのしっぽの切断の仕方及び考えておくこと。 

・今まで観察してきたことからアイデアを出して、次の課題を考えることはとても良

い取り組み方です・・・褒められる。 

・怪我を治す発想に立つのか、再生することの発想に立つのかによって、しっぽのカッ

トの仕方に違いが出てくる。T さんはどっちでやりたいのか。 

・実験が進んだら再現性を考え、追加実験をしてみるとよい。 
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静岡大学・雪田教授による指導 

＊講座生が自分の研究内容について課題を持って相談に来ている場合は、指導者側も

ピンポイントで指導アドバイスでき、とても意味ある指導の場となる。 

＊雪田教授が、イモリのしっぽをカットする場面で、T さんがナイフをどのように入

れたらよいのか戸惑っていた時,手を取って切り方を教えていただいた。T さんの

表情が明るくなり度胸がついたように感じた。こうした直接指導の場が Stage2.0

の講座設定の意味にも通じていくものと考えられる。 

＊対象としている講座生が、何を求めているのか、何に躓いているのか見定めて専門

的な立場で手を下していただけることが Stage2.0 では大切であろう。 

＊そのためにも、講座生には 「何で困っているのか。」「自分はこういう方法でやっ

てみたがこれでよいか。」「本で調べたらこういう言葉が出てきたが、これはどうい

うことか。」など指導をお願いすることを明確にし、メモしてきて指導を受けたこ

とをしっかりメモするとか、テープレコーダーで記録を取るとか、自立した態度で

かかわるようにしたい。このことは、事務局サイドの担当スタッフで事前に指導し

ておきたい。 

 

R1 年度の Stage2.0 参加受講生の様子（T・K さんの場合） 

 
名古屋大学・吉田教授による指導 
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鉄丸石の研究をしている T・K さんは、本年度は「自然科学観察コンクール」で全国 3

位、山崎賞を受賞している。現在の研究内容についての評価と、今後の研究の方法を

指導していただくため、ノジュール研究の第一人者である名古屋大学の吉田英一先生

を訪ねた。同行者として、T・K さんの保護者と静岡県地学会の佐藤幸弘さんが同行し

た。 

 
 

名古屋大学・吉田教授による指導 

今後の研究の方向として、鉄丸石の薄片を作って調べてみようかと考えているとい

うことに対して、「これだけの資料がすでにあるのだから、これらを詳しく調べ、へ

そがあるものないもの、黄鉄鉱が入っているものいないもの、重さ（比重）の違いな

どによって、グルーピングしそれと地質図を重ね合わせる方が先ではないか。」とい

うご指導をいただきました。「やみくもに薄片を作っても、何もわからない。100 枚薄

片を作るんですか。」と、言われてしまいました。グルーピングした後で、それぞれ 1

枚ずつ作った方が、ずっと効率が良いとのことです。 

 

 ④ 第二段階プログラムで当初から工夫した点・コロナ禍の対応 

後述の「（8）2020 年度 コロナ禍の対応」を参照。 

 

3. 受講生およびプログラムを継続して改善する仕組みの進捗・成果 

（1）指導方法・体制 

① 指導体制 

全体的な流れ 

〇 高度な科学的探究学びを指導する大学の教授陣＋小中学生の思考過程を理解しな

がら関わるシニアメンター ＝ 発達段階に基づいた基礎的科学探究能力を、スパ

イラル的・発展的に科学探究能力を育成し、中等教育段階にある講座生を高等教育

段階へ育成する。 

〇 「静岡 STEM アカデミー」は、西部：1会場（浜松）、中部：4会場(牧之原・焼津・

藤枝・静岡)、東部：1会場（三島）の 6 カ所で現在展開している。その中で、浜松

会場と静岡会場は、（1）に示した指導体制が確立し始めている。現在東部会場を、
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その準備をすすめ来からの実施できるように準備している。 

〇 STAGE1.0 の講座を午前・午後の 2部制にしている。 

午前の部 

STAGE1.0 の講座は、熊野研究室で開発された STEM 科学体験型プログラム、STAGE1.5 の

講座では、午前は大学の先生が講演やワークショップ。 

 

午後の部 

STAGE1.0、STAGE1.5 とも、午後はシニアメンターが軸となり科学探究の仕方の基礎

を学ぶ内容(科学の方法やデータ処理の仕方、論文の書き方のルール等)と、その日の講

座に参画している指導者が一人一人のテーマに基づく個別相談にのり、ステップを踏

んで科学的問題解決能力が身につくように配慮した指導をしている。 
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 ② R02 年度のメンターの役割とメンター研修の内容 

メンター・指導担当教員等の研修計画 

静岡のチームは 5～6 年の「静岡 STEM ジュニアプロジェクト」での蓄積と 1 年間の

静岡 STEM アカデミーの経験があり、知名度は高いが、メンター・サブメンター(指導担

当教員)、大学院の学生や学部の学生に対して STEM 教育に関する研修を展開する。契

約月から毎月 2 回行う。このうち、1 回はミネソタ大学等の STEM 教育センター等の専

門家を招聘する。（これらも順調に展開した。） 

 

R2 年度 メンター研修の具体的な実施内容 

〇 シニアメンターの講座授業をオンラインで視聴し、課題に対するレポートを書く。 

（レポートの抜粋）身の回りのものを疑問を感じ自ら調べることは、主体的な学びと

いう点でも非常に重要であると思う。自分で実験方法を問題意識に基づきながら考え

装置を作り実験し、結果を考察し結論を出して、また新しい疑問に気づき、仮説を立て

て実験するという流れを意識できれば、小学校段階から研究することの面白さや、わか

ることの楽しさも実感でき、今後の学習シーンで役に立つ本人の学ぶ姿勢や態度も身

につくと思った。 

＜Ｔ．Ｓ＞ 

・（レポートの抜粋）失敗も記録し、なぜ失敗したのか、その失敗のどこを 

どのように修正すべきかを考えさせることが大切であると思った。そのように筋道を

立てて、論理的に考えるという能力をつける狙いがあると感じた。（Ｍ．Ｈ） 

〇 各講座プログラムの開始前に、体験ワークショップを毎回行い、資材準備する。 

 

メンターの役割 

（1）講座の準備や授業中におけるアシスタントティーチャーとして講座のサポートを

し、今後学校現場に立った時の子ども理解や授業展開に活かす訓練の場となっている。

またこのような場を持っていることは、彼らが教育現場で科学探究活動を展開する小

さな源となり、拡散していくことを狙っている。 

 
【大学院生のメンターが実験で配付する資材を準備している様子】 

シニアメンターの役割 
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〇 静岡 STEM アカデミーの講座プログラム(Stage1.0，Stage1.5，Stage2.0)の基本型

を作成し、方向性を明確にしている。 

〇 Moodle(e ラーニング)を活用した探究活動の個別アドバイスを強化している。 

〇 SDGs の考え方の導入や、実験観察のデータをとるためにセンサーを利活用する学

びを重視した指導できるメンターの育成をしている。 

 

③ メンター間のコミュニケーションの状況とマネジメントの工夫 

メンター間のコミュニケーションの状況とマネジメントの工夫 

〇 シニアメンター間では、基本的に毎週 1～2回意見交換する場を設け、プログラム

内容の改善すべき点や講座生個々の探究活動の進展状況、メンターの学生のサポート

状況などについて意見交換する場を持ち、指導の相互理解できるように務めている。 

〇 新しいプログラムについては、実際に体験したり、進め方についての意見交換を積

極的に行ったりいる。また、理科の小中学教師を目指しているので、教育現場の話など

も会話の中でしている。 

〇 シニアメンターとメンターとは、講座の場だけでなく日常的にコミュニケーショ

ンを取り、講座準備なども一緒に行うようにしている。 

 

指導者と受講生との学習活動を主担当者が把握する仕組み 

〇 基本的には毎回の静岡 STEM アカデミー担当の指導者が、ウェブ上に学習計画を行

い、参加する受講者にアナウンスを 2週間程度前から行い、補助学生は指導の内容

を把握し、事前研修に参加するというサイクルが確立できた。 

〇 午後の活動は自由研究に関しての大切な内容の学習と個々の受講者の 自由研究

に関しての進捗の確認と課題について個々に議論が展開した。 

〇 指導者から必要な消耗品や関係書籍の注文が出され、事務局が獲得し、受講者に送

ったり、STAGE2.0 では、指導の研究者へ消耗品を送ったりするという、ルーチンが

確立した。 

 

指導者間の情報交換・ノウハウ共有の仕組み 

大学の研究者は、受講者の年齢へ対応した指導をしたことはなく、たまに地域の学校

からの要望で講演を行う程度であり、自由研究の指導もしたことがない。つまり、小学

校高学年や中学生に対する指導はほとんど行ったことはない。大学の理科教育専修の

学生も大学院生も理科教員を目指して、講義や科学実験の力量を形成している途中で

ある。 

したがって、「静岡 STEM アカデミー」にとって、シニアメンター、本事業の大学の教

員、補助学生の情報交換が大切と考えた。そのために、前述のとおり、R1 年度は STEM

学習活動を 6か所共通のものとして、関係者を集め、6回程度の研修を行った。ここで
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共有が行われた。 

 

学習計画策定・相談できる仕組み 

相談する仕組みであるが、2系列なされた。 

1 つ目は STAGE1.0 において、午後のプログラムの中に相談できる仕組みが埋め込ま

れている。 

2 つ目は STAGE1.5 において、STEM 学習がより高度化し、イノベーションを実現して

いる、科学者や工学者に特別講演をしていただき、できれば具体的な学習活動をお願い

してきた。領域横断的な考えを深めるための戦略を示していただいた先生（ふじのくに

地球環境史ミュージアムの山田先生）の講演と活動なども大変有意義であった。午後は

自由研究の質を高めるための学習をすべて埋め込んだ。 

実施体制の整備・確立 

静岡 STEM アカデミー運営委員会において、実施体制の整備と確立を進める。静岡

STEM アカデミー教室のコアメンバーと話し合い、各教室の体制と日程を決定する。 

Stage1.0 開催場所 

◯浜松市：浜松教室 

◯牧之原市：旧片山小学校理科室、榛原高校（R2 年度から移動） 

◯藤枝市：生涯学習センター 

◯焼津市：ディスカバリーパーク焼津 

◯静岡市：静岡科学館る・く・る（R1）、ふじの国地球環境史ミュージアム(R2 年度

から)、静岡大学 

◯三島市：三島北高等学校実験室 

Stage1.5 開催場所 

◯附属静岡中学校または静岡大学教育学部 

Stage2.0 開催場所 

◯静岡大学各研究室、ふじの国地球環境史ミュージアム、神奈川県立生命の星博物館 

ほぼ計画通り遂行した。R2 年度に向けてであるが、静岡科学館る・く・るでの活動

が、静岡県地球環境史ミュージアムで開催することとなった。 

また、牧之原教室を閉じることも視野に入れて、今後交渉することとなった。 

実施・指導体制 達成目標 

・コーチの育成・研修・自由研究指導体制の模倣と確立。R1 年度はさらに強化。 

・新規連携機関との関係構築(三島市・神奈川県博)。R1・R2 年度も継続。   

・Stage2.0 担当機関との調整(研究室ツアー形式での試行)。R1 年度の Stage1.0 と

Stage1.5 において、静岡大学、県立博物館等関連する研究機関の研究室をネットを

通して、児童生徒が訪問する時間をとり、大学院や指導教員から研究内容の説明を

お願いするものとした。本実施主担当者である熊野は、8 年目の研究フェローであ
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り、創造科学技術大学院のメンバーであることから、多くの学部の教員とのつなが

りがあり、容易に学部を超えて、研究室の説明のお願いが可能であった。 

（R1 年度並びに R2 年度は着実に展開ができた。静岡県地球環境史ミュージアム

との関係は着実に深まり、地球科学の週への受講生の参加や、静岡 STEM アカデ

ミーStage2.0 の受講生 2名を継続して受け入れていただいた。） 

・H30 年度並びに令和 1年度は、静岡県立博物館、神奈川県立博物館を訪問し、特

別講演をいただいた。R1 年度も継続して展開した。R２年度は静岡県立ふじの国

地球環境史ミュージアムとの連携が中心となった。 

・新規連携機関での募集選抜体制の確立・静岡大学 STEM 教育センターの立ち上げ 

お陰様で、静岡大学 STEM 教育研究所については、静岡大学の学長に認められ、

11 月 2 日から正式に設立された。さらに静岡県や静岡市、三島市、浜松市と連

動した NPO 等での新たな展開の可能性を話し合っている。こちらも、三島市と

静岡市に NPO を立ち上げる予定である。 

 

④ 指導において当初から工夫した点・コロナ禍の対応 

後述の「（8）2020 年度 コロナ禍の対応」を参照。 

 

（2）受講生の評価 

① 受講生個々の伸長および全体的傾向と特筆すべき事例 

R1 年度の Stage2.0 参加受講生 Sさんの場合 

・ 海岸の足跡についての疑問をテーマに研究を始めた S君の発想の良さにシニア

メンターが気づき、受講生およびその保護者の関心を高めて、具体的な調査の

方法を指導した。 

・ 砂の粒度分析の結果を検討しながら、実験方法について、「同じ条件で行う」こ

と、「回数を多くして平均値を求める」こと、「測定場所」についての指導など、

具体的に指導を続けた。 

・ Stage1.5 での発表、アースサイエンスジャパンでの発表を経験させ自信をつけ

させた。事前リハーサルを 3回実施。静岡大学教育学部教授の延原先生、楠先

生に論文をみていただき、専門書を紹介していただくとともに、コンピュータ

ソフトを使った計測方法を教えていただく。 

・ Stage2.0 に入り、静岡 STEM アカデミーより研究費をもらって、高価なふるい

を入手。研究が一気に進む。子供の成長に母親も大変喜ぶ。「こんなに一生懸命

な姿を見たことがない。」 

・ S さんの得意とする、プログラミングの技術を生かし、実験をするロボットを

作成することにより、実験の誤差を著しく減少させることに成功。プログラミ

ング教室の先生方の協力も得ることができた。 
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・ プログラミングコンテストで県で 1 位。発表が上手になったとほめられ、大い

に自信をつける。母親が喜び、報告してくれた。 

・ Stage2.0 終了後も、月 1 回程度継続的に楠賢司先生の指導を受け、サンプルを

無作為に選ぶ手法、カメラとパソコンソフトを用いた計測方法、データ処理の

方法などを身に着けた。また、モデル実験について、その意義と方法の指導を

受けた。 

・ サイエンスカフェでの発表をおこなった。学会誌への投稿を予定している。 

・ 自然科学観察コンクール（全国レベルのコンクール；毎日新聞）で 1 等、２等、

佳作も受賞した。 
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② 年度毎のコンテスト等の参加状況 

1.外部での発表実績 

（1）受講生の外部コンテストおよび学会等、学習成果発表実績 
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（2）指導者の学会等、外部での発表実績 

 

 

2.論文等、出版物掲載実績データ 

（1）受講生の論文掲載等、出版掲載実績 
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2019.9.29;  静岡新聞こどもかがく新聞 （株）静岡新聞 

（2）指導者の論文等、出版掲載実績 
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③ 受講生への評価のフィードバックの仕組みについて 

 受講生へのフィードバックの仕組みとしては、受講者が毎回書き記した、ワークシー

トについては、一か月後の STEM 教室で確認に戻し、一回目に渡したクリアファイルに

毎回入れているという作業をすることにより、授業者は毎回の活動を振り返ることな

されるというプロセスにより、フィードバックがなされた。また、Moodle を多用して

いる受講生は、他の受講者の振り返りが質問の内容を見ることにより、自分の思考の深

まりを振り返ることが可能となっている。 

 

 ④ 評価において当初から工夫した点・改善事項 

受講生が静岡 STEM アカデミーに参加して、STEM 領域の学習やキャリアに関してどの

ような変容が見られたかを明らかにするため、アメリカで開発された、STEM 教育にお

ける、STEM 領域に関する SDアンケート調査を埋め込み、最初の STEM 教室と最後の STEM

教室後、データを収集した。今年度の結果は今年度の報告書にまとめることとなる。

Moodle での学習の促進も含めて、主体的な振り返りをどのように推進するかは、今後

とも検討を重ねる必要がある。 

 

（3）成果の把握と効果検証 

① 各年度の育成目標に対する達成度 

平成 30 年度、平成 31 年度(令和元年度)の育成目標に対する達成度は、以下の詳し

い報告書にある通り、ほぼ問題なく達成された。令和 2 年度においても本中間報告に

おいても、pp6，7，8、14 にもすでに記載したように、ほぼ達成されたといえる。詳し

い分析は最終報告書にまとめるものとする。 

(1) 熊野善介(2019). 静岡STEMアカデミー、平成30年度ジュニアドクター育成塾 報告書、研究

代表者：実施主担当者 熊野善介、科学技術振興機構、ジュニアドクター育成塾（Fostering 

Next-generation Scientists Program）平成31年3月29日、1ー97． 

 

(2) 熊野善介(2020). 静岡ＳＴＥＭアカデミー、令和元年度次世代科学者育成プログラム報告書、

研究代表者：熊野善介、科学技術振興機構、ジュニアドクター育成塾（Fostering next-generation 

Scientists Program）令和２年3月30日、1ー215.  http://hdl.handle.net/10297/00027418 

 

② 上記①の成果をどのようにプログラム改善に生かしているか 

 平成 30 年度は、手探りの中１つ１つ実践を展開していくというところがあり、なか

なか毎回のSTEM教室の実践が苦しいところもあったが、平成31年度(令和元年度)は、

JST の指導委員会からの指導もあり、協力体制も整い、STEM 教育を展開する会場の協

力・連携も得られるようになり、また、e-learning であるムードルの活用方略、iPad

の台数も増やすこともでき、静岡大学の大学院生との連携も落ち着いてきた。大きな課
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題として、受講者の研究活動を推進するためにジニアメンターの位置づけが大切であ

ることが認知できた。令和2年になり、シニアメンターの位置づけを明確にし、Stage1.0

と Stage1.5 の午後をすべて、自由研究の個々の相談会とし、必要な消耗品の調達をお

こなうことを定常化した。このことにより、個々の受講生の研究成果につなげることが

できたといえよう。 

 

③ H30 年度および R02 年度の実地調査推進委員会コメントへの対応 

 

⚫ 広報募集においては、各拠点の教育委員会等に企画の説明や協力依頼を定期的に

行っている。今後も、広報の観点のみならず、受講生の伸長の観点からも受講生の所

属校の理解を深める取組を進めるとともに、企画に参加された先生方が開発された教

材等、取組の成果を広め、各地域とのさらなる連携を推進していただきたい。 

参加している受講生の研究が、何らかの受賞をすることにより、それぞれの学校で

も次第に認知されつつある。大切なのは学校の理科を初め、STEAM系の先生方に認知

していただき、応援をしていただけることが大切です。そのためには、経産省が展開

している、「未来の教室」プロジェクトで実践をおこなっている学校との連携も視野

に入れていく必要があろう。また、STEAM教育研究所が静岡大学の中に正式に位置付

けられたことにより、静岡県内のみならず、多くの国内の関係者に認知されることに

なれるよう、成果の報告を発していくことができるよう努力したいと考えます。12月

に、NPO法人STEAM教育推進センターを設立する予定であり、こちらは地域の企業との

連動と連携を深めていく予定です。 

 

⚫ Stage1.0における各拠点の講座では、大学から提案した教材や小中高の先生と企

業の方が共同で開発した教材を活用して、育てたい能力・資質「興味・関心」や「プ

ロセススキル」、「コミュニケーション力」を高めている。なお、受講生の主体的学

びの観点から、課題の深化・発展に向けて、さらなる教材の更新や指導方法の工夫が

望まれる。 

 ご指導ありがとうございます。受講生の主体的な学びが起こり、課題の進化・発展

を促すSTEM学習材の開発については、おっしゃる通り大変重要であると捉えておりま

す。この点に関しては、今後とも大学における理科教育学演習Ⅰ・Ⅱを通して、大学

3年の学生とともに開発を展開するだけではなく、Stage1.0, Stage1.5に関わる各地

の現職の教師、定年退職後各地で活躍している方々で静岡STEMアカデミーに協力して

いただいている方々、各大学の研究者と大学院生と協力して、STEM学習材の質をさら

に高めていくプロセスを作っていくことが必要であると考えます。さらには、海外で

の実践をおこなっている方々との学習材交流や研究交流を進める必要があります。 
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⚫ 特に、上位のStageへの進級にあたっては、より多くの受講生が上位のStageでの

学びや、研究テーマを深く追究したいと望むよう、さらなる改善に努めていただきた

い。 

 令和2年度にシニアメンターが受講生と関わる午後の時間を大切にしました。その

ことにより、より積極的に上位のStageのSTEM学習に参加したいという受講者が増え

たといえます。児童生徒の自由研究にこれまで関り、全国レベルの大会で受賞させた

経験のあるもと理科の教師の多くは、児童生徒の気持ちに寄り添い、研究意欲を高め

るノウハウをお持ちです。この能力は大学の研究者は大学生を対象としているので、

ほとんどの研究者は体得しておりません。今年度はコロナ禍のため、申請者数が減少

しましたが今後増大することを望んでおります。 

 

⚫ 研究テーマの設定をはじめ受講生の研究指導では、シニアメンターのマネジメン

トにより他機関の専門家の指導を受ける等、課題を深める受講生の意欲的な活動が見

られた。今後は、ＧＳＣとの接続を含め、全学体制で受講生の研究活動の深化、発展

に向けた指導体制の強化を進めていただきたい。 

 大変貴重なご指導ありがとうございます。静岡大学では、理学部を中心にGSCが展

開しております。我々の受講者が中学を卒業してから、GSCに参加している高校生が

次第にみられるようになってきました。しかし、今年度でGSCが第一期が終了する予

定です。そこで、先日GSCの代表をなさっている瓜谷先生と話し合いを行い、第2期目

も計画書を申請していただくようお願いしたところです。また、先日、現地調査のお

り、本学の副学長である丹沢理事が、地域貢献の一環として卓越した能力のある児童

生徒へのプログラムである、「トップガン」プログラムとGSCである「未来の科学者

養成スクール」、「静岡STEMアカデミー」を連動した、新しい戦略を組み立てる予定

であると伺っている。また、熊野と瓜谷先生と我々のチームで地域の企業と連動する

ためのNPOを立ち上げることが決定しました。 

 

⚫ 「Moodle」のさらなる活用として、現地参加であった海外での発表会に多くの受

講生が参加できるような取組やアーカイブを取り入れたオンラインでの指導について

も検討いただきたい。 

 ご指導ありがとうございます。受講生にとって、コロナ禍の中でも、大学のよう

に、Zoomやムードルだけで、静岡STEMアカデミーを展開することは難しいと判断いた

しました。少人数であり、幸い静岡では、新しい生活様式を取り入れることにより、

受講生を集め、STEM教室を展開することは可能であり、その方が受講生に良い影響を

与えると判断したわけです。しかし、世の中は確実にデジタル化した学習とリアリテ
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ィある現実を結びつけることが求められています。STEAM系の主体的な研究は、今後

どのような展開をしていく必要があるのかを考えるとき、おっしゃるようにMoodleや

Zoomを活用できるところは、できるだけ広げる必要があります。さっそく、2月に

Zoomでのミネソタ大学のSTEM教育センターと連動した、STEM教師教育とSTEMモデル授

業を日米で展開し、受講者と関係している皆さんが参加できるプログラムを作成中で

す。これらは、令和3年度へと引き継ぎます。 

 

⚫ 波及効果および支援終了後の自立展開の観点から、広く産業界及び自治体と連携

し、支援終了後の展開について具体的に進めていただきたい。 

 了解いたしました。お陰様で、10月に静岡大学にご訪問いただいた後、静岡大学へ

申請していた、「STEAM教育研究所」が全学の検討委員会を通り、正式に11月2日から

設立が認められました。 

 また現在、「特定非営利活動法人 静岡STEAMアカデミー三島 STEM×SDGｓ Lab」

と「特定非営利活動法人 静岡STEM教育推進センター」を立ち上げるべく奔走してい

る。これらは、地元の産業界と連携・連動するためのものである。さらに、静岡県教

育委員会、静岡市教育委員会、浜松市教育委員会とは連携・連動を進めており、浜松

市は市レベルのでのSTEAM教育センターの創設の議論が起こっており、また、静岡県

教育委員会では、World Wide Learningの柱にSTEAM for SDGsが展開されている。静

岡県教員研修所の教員研修会にSTEM教育研修が位置付けられ、熊野善介の講義は4回

目を迎える。児童生徒の課題研究のための総合的な学習やSTEM系の教科、さらにクラ

ブ活動での位置づけが展開され、ますます児童生徒の研究活動が展開されることを望

んでいる。静岡STEMアカデミーがそのための支援となることを願っている。 

 

⚫ 継続した学習プログラムの観点から修了生の活躍状況について、その成果・動向

を把握いただきたい。 

 ご指導ありがとうございます。そのためにも GSC がさらに展開されることも大切で

す。OB/OG のための Moodle を構築したり、OB/OG が作る研究のためのコミュニティな

どが継続して展開できるシステムが提供できることが大切でしょう。 

 

（4）実施体制 

① 運営委員会等、推進体制および委員会開催実績 

  （各年度の委員会開催概要（日時・テーマ）一覧） 

運営委員会等の開催計画 

◯静岡 STEM アカデミー実行推進委員会（静岡大学教員、博士課程院生、 
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修士課程院生、学部 4 年生、学部 3 年生が、Stage1.0 と 1.5 に主に対応す

る。） 

◯5月より毎週、運営委員会を開催し、具体的な仕事を分担する。 

◯研究補佐員 

◯パート事務職員；必要に応じて、会計の専門家を雇うことも考えられる。 

◯シニアメンター 

R2 年度にむけて、予算が使用できない 5 月初旬からの稼働であるが、人件

費を出すものとしたいが、静岡大学では会計における内規により予算措置が

できないので、ボランティアで行うしかないのが課題であり、今後寄付金など

の一般経費の獲得が必要である。本件については、大学側と交渉し、４月から

人件費をカバーできることとなった。 

 

  ② 学内の協力体制の現状・コロナ禍の対応 

    （グローバルサイエンスキャンパス（GSC）との連携を含む） 

    令和元年度においても、令和 2 年度においても、理学部の名誉教授の増澤特

任教授・名誉教授の増田特任教授、農学部の名誉教授である露無先生、工学部

の島村教授に特別講義をお願いできました。熊野善介が博士課程の創造科学

技術の兼担であり研究フェローであるので、学部を超えて多くの教員や名誉

教授とかかわっていることもあり、多くの先生方が快く対応していただいて

きた。今後とも展開していきたい。この中で、島村先生は、GSC の担当のきょ

うじゅでもある。コロナ禍の対応については、後の（８）で記載しました。 

 

  ③ 他機関・産業界等の学外の連携体制の現状 

 すでに述べてきたように、他機関との取り組みとしては、ディスカバリー

パーク焼津、ふじの国地球環境史ミュージアムとの連携連動が積極的に進み

ました。また、産業界との連携については、NPO 法人を立ち上げることにより、

積極的に展開していくこととなります。 

 

（5）発展性 

① 効果の波及・展開に向けた具体的活動 

◎ミネソタ大学 STEM 教育センター教授の招聘、STEM モデル授業の研修会 

 →指導者による教材開発と研修 

◎静岡大学教育学部科目「理科教育学演習」への活用 

 →学部 3年生前後期を通した STEM 教材開発 

◎大学の教員と各研究室での STEM 教材開発への活用 

◎静岡市の理科教師への STEM 教育研修会、静岡県総合教育センターでの研 
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修 

◎各教室での STEM 教育人材育成 

 →三島教室・浜松教室：小・中・高の現職理科教師の通常的な参加 

  牧之原教室・静岡教室：元理科教師の参加 

◎JSPS の基盤研究（B）の中で、国際的な研究会での報告や、日本発信の教 

材の発表など、他の国の STEM 教材の相互交流を展開していく予定 

 

  ② 自立化にむけた体制構築の状況・資金計画 

R1 年度は学長戦略運営経費（令和元年度 224 万円）をいただいて、静岡 STEM

アカデミーの運営を強化することができた。R2 年度は約 270 万円を支援して

いただいている。今後、4年目から 5年目までは、学長戦略運営経費の獲得が

可能であると考える。 

 

自立型の展開を行うための戦略（今後の 2年間の展開） 

〇 さらなる公的な資金への応募である。これについては、JSPS の日イ二国間交

流事業へ申請することができました。 

〇 2 番目として静岡大学プロジェクト研究所設置申請を行いみとめられた。11

月 2 日より、「STEAM 教育研究所」が設立しました。 

〇 3 番目として、NPO 法人または会社の設立、具体的には静岡大学または静岡県

教育委員会、静岡市教育委員会、浜松市教育委員会等との連携をし、その上

で、例えば静岡県立のふじのくに地球環境史ミュージアムに事務局を作りこ

とができれば、さらなる展開ができる。予定としては、文書の作成を 12 月に

行い、申請を行う。 

今後 2年間の本プロジェクト関連の資金としては、すでに獲得しているもの

が基盤研究（B）である。STEM/STEAM 教育の国際連携としては、JSPS の二国

間交流事業へすでに、インドネシア側とともに応募が完了し、合格すると 3年

間の継続となり、STEM/STEAM 教育に関する理論と実践研究の交流が行われる

こととなる。NPO 法人 STEM/STEAM 教育センターはこれからの取り組みとなり

ます。 

❏ 科学研究費基盤研究（B）(課題番号 20H01743)「Society5.0 に応える日本

型 STEM 教育改革の理論と実践に関する実証研究」(直接経費 3 年間；2020

年から 2022 年；1350 万円)採択中(研究代表 熊野善介) 

❏ インドネシアと日本の JSPS 二国間交流事業へ申請中（2021 年から 2023 年

まで合計 750 万円） 

❏ NPO 法人「STEM 教育推進センター」（静岡県・浜松市・三島市）企業からの

支援資金については、企業にネットを通してお願いしたり、訪問して説明
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をしたりし、資金提供のお願いをする。 

 

  ③ 修了生との関係維持及び成果・動向を把握するための具体的な仕組み 

      OB/OG のための Moodle を構築したり、OB/OG が作る研究のためのコミュニ

ティづくりをしたりすることなどが継続して展開できるシステムが提供して

いきます。 

 

（1）修了生の人数 

 H29 修了生人数 H30 修了生人数 R01 修了生人数 

第一段階修

了生 
― 66 名 81 名（＋継続生 10 名) 

第二段階修

了生 
― 16 名 

STAGE1.5;13 名(＋継続生 5 名) 

STAGE2.0; 9 名 

 

（2）修了生の活躍 

GSC への接続、SSH 校への入学、高専への入学、科学部等高校での活躍、修了後のコ

ンテスト受賞実績等 

活躍状況 

(GSC 接続,SSH・高専入学,科学部活

動,コンテスト受賞等) 

受講生所属年度 修了時の段階 

次世代科学者育成事業からの参加 6名 

 

GSC（FSS 静岡大学）への参加 2 名 

2016 年度 3名 

2017 年度 3名 

2018 年度 1名 

2019 年度 1名 

静岡 STEM ジュニアプ

ロジェクト 

静岡 STEM アカデミー

1.0 と 1.5 

今後該当の情報をさらに収集予定

です。 
  

 

（6）効率性 

① 予算の執行状況（各年度の費目・種別毎の金額） 

 平成 30 年度の予算の執行状況と令和元年度(平成 31 年度)の予算の執行状況を以下

に示します。令和 2年度については、現在作成中です。 
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平成 30 年度予算の執行状況 
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令和元年度（平成 31 年度）予算の執行状況 

 

報告様式2　別紙2

平成31年度ジュニアドクター育成塾

国立大学法人静岡大学

「静岡STEMアカデミー」

【１】収支決算 （単位：円）

直接経費 一般管理費 合計 【２】収入 （単位：円）

9,090,361 909,036 9,999,397 直接経費 一般管理費 合計

9,090,361 909,036 9,999,397 ④第１回請求額 9,090,361 909,036 9,999,397

0 0 0 ⑤第２回請求額 0 ※1

⑥第３回請求額 0 ※1

【３】支出 （単位：円） ⑦第４回請求額 0 ※1

直接経費 一般管理費 合計
⑧変更契約による

返金額
0 ※2

9,090,361 909,036 9,999,397
⑨返金連絡書によ

る返金額
0 0 0 ※2

⑫ＪＳＴ
負担対象費用

9,090,361 909,036 9,999,397

⑬自己資金等 0 0

（単位：円）

ＪＳＴ財源
（B）

自己資金等
（C）

合計
（B）のうち

不・非課税取引額
※5

（B）のうち
消費税8％が課税
される取引額

※6

設備備品費 0 0 0 0 0 0 0

消耗品費 3,054,000 3,054,000 2,893,401 0 2,893,401 0 20,609

計（⑭） 3,054,000 3,054,000 2,893,401 0 2,893,401 -160,599 0 20,609

人件費 1,924,546 1,924,546 1,918,085 1,918,085 172,351 932

謝金 1,592,400 1,592,400 1,600,230 1,600,230 46,454 8,911

計（⑮） 3,516,946 3,516,946 3,518,315 0 3,518,315 1,369 218,805 9,843

旅費 旅費（⑯） 1,574,033 1,574,033 1,515,684 1,515,684 -58,349 59,508 11,212

外注費 55,000 55,000 47,860 47,860 885

印刷製本費 192,000 192,000 467,379 467,379 0 1,602

会議費 50,000 50,000 65,480 65,480 0 786

通信運搬費 54,000 54,000 130,348 130,348 0 2,375

光熱水料 1,080 1,080 1,233 1,233 0 12

その他（諸経費） 208,000 208,000 113,795 113,795 11,229 0

消費税相当額
※7

385,302 385,302 336,866 336,866

計（⑰） 945,382 945,382 1,162,961 0 1,162,961 217,579 11,229 5,660

9,090,361 9,090,361 9,090,361 0 9,090,361 0 289,542 47,324

909,036 909,036 909,036 909,036 0

9,999,397 9,999,397 9,999,397 0 9,999,397 0

⑫ ⑬ ⑪ ③＋⑨ ⑳ ㉑

（※1）分割請求時、当該請求額を記載する。一括請求の場合は0円とすること。

（※2）変更契約または返金連絡書により返金を行った場合は、返金額を正の整数で記載する。返金を行っていない場合は0円とすること。

（※3）当初契約額から変更がない場合は当初契約額と同額を記載する。返金連絡書による返金がある場合も当初契約額のままとする。

　　　　変更契約を行った場合は変更契約額、業務変更承認申請により費目間流用した場合は流用後の契約額を記載することとし、

　　　　複数の変更を行った場合は最終の契約額を記載すること。

（※4）費目の3割（その費目の3割に当たる額が50万円以下の場合は50万円）の範囲内の増減であること。それを超えて決算することはできません。（返金連絡書による減額を除く）

　　　　最終契約額＝受領額（⑩）である場合は、直接経費の合計（⑱）および一般管理費（⑲）が負の整数である場合は未執行額となりますので、返金していただくことになります。

（※5）実施機関が課税事業者の場合、消費税相当額の根拠となる不・非課税取引額を記載する。免税事業者の場合、空欄とすること。

（※6）実施機関が課税事業者の場合、消費税相当額の根拠となる消費税8％が課税される取引額を記載する。免税事業者の場合、空欄とすること。

（※7）消費税相当額のＪＳＴ財源（B）は、⑳の10％と㉑の税抜き金額の2％を合算した金額となります。

9,999,397

収　支　決　算　報　告

①収入（＝⑩）

②支出（＝⑫）

③返金額（①－②）

⑪執行額（⑫＋⑬）

財
源

⑩受領額
（④＋⑤＋⑥＋⑦

－⑧－⑨）
9,090,361 909,036

（内訳）

区
分

費　目 種　別 当初契約額

合計（⑱＋⑲）

直
接
経
費

物品費

人件費・謝金

その他

合計（⑱＝⑭＋⑮＋⑯＋⑰）

一般管理費（⑲）

執行額
負担対象費用

流用額
（B）－（A）

※4

最終契約額
（A）
※3

（記入要領：作成の際は削除）

→入力が必要です

→自動計算します

（記入要領：作成の際は削除）

【記入例は各プログラム担当者で、必要に応じて修正すること】
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（7）今後の取り組みの発展に向けた重点課題 

〇 本「ジュニアドクター育成塾事業」の静岡大学の実施主担当者が 2020 年度で退職

であるので、名誉教授となり、特任教授または客員教授として、本事業のシニアメ

ンターとして位置づけ、少なくてももう一年はかかわってもらうものとします。 

〇 大学側には、次期中期目標の中に、地域貢献のための「STEAM 教育研究所」を大学

の地域貢献と位置づけていただき(現在検討中)、STEAM リテラシーを獲得した人材

の育成、地域への発信のシステムを拡大し、拠点の形成（大学の教育カリキュラム

の検討、博士課程や修士課程との連動形成の検討）をお願いするための具体的な証

拠の確立を目指します。（これが実現すると大学の経費の拡大が図れる） 

〇 NPO 法人 STEAM 教育推進センター（静岡市・三島市・浜松市）が位置付けられた時

点で、日本 STEM 教育学会との連動をしながら、国内の類似の needs がある都市に

同様の NPO 法人をつくる働きを展開する。これらの拠点が、JST の Society5.0 に

挑戦する STEAM 教育の新しい事業の受け皿を形成することにつながると考えてい

ます。 

 

（8）2020 年度 コロナ禍の対応 

1. 年間計画の修正 

① 学校が休校になっている期間は、開催を中止し、新たに開催日を設定。 

② 会場が利用できない期間は、開催を中止し、新たに開催日を設定。 

③ 夏休み期間と予想して計画してあった期間は、中止または延期。中止の場合には、

「自由研究相談会」を開催。（藤枝） 

④ サイエンスキャンプ（8月 1日、2日実施予定）の中止 

  宿泊を伴うサイエンスキャンプを計画して準備していたが、安全を第一に考えて

中止した。これに代わるものとして、「自由研究相談会」を 8月 2日に実施。 

 

2. 会員の定員について 

① 静岡会場では、受講生 19 名のところ、使用する部屋の定員が 12 名（実験テーブ

ル数）と規制されたため、静岡大学に会場変更、または、2グループ入れ替え制で

実施。 

② 2019 年度は保護者の参観を認めていたが、静岡会場（STAGE1.0 および STAGE1.5）

では、3密を避けるために、保護者参観を断った。 

 

3. 健康管理 

① 受講生に問診票を提出させ、当日朝の体温と 1週間の健康状況を報告させた。 

② 会場受付にて、サーモメーターを設置し、検温を実施。 

③ 消毒薬を用意し、教室開始前にテーブル・使用する器具等を消毒。入室時に手をア
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ルコール消毒させる。 

 

4. メンター間のコミュニケーションの状況とマネジメントの工夫 

① 講座教室の机は、講座開始前後にアルコールによる拭く作業をしている。 

② 講座教室の入り口で体温センサーによる「検温」を実施し、「37．0℃を超える」場

合には、参加を認めない。また受付をする前に「アルコール」による 

手指の消毒も実施している。 

③ 講座生の講座への参加時は、毎回学校で行っている「健康（検温）カード」の提出

を求めチェックし、マスクの着用を義務づけている。 

④ 講座中は、一台の理科室テーブルに対角線に座るよう指示を出し、「3 密」を避け

るように呼びかけている。 

⑤ 実験道具などは、可能な限り個人で行うことが出来るように、参加生徒分用意する

ように努めている。 

⑥ 今年度 SCIENCE CAMP を計画したが、直前になり静岡県内及び開催地の焼津市内で

も感染者が出るなどしたため「中止」した。 

 


